
総
合
計
画
と
は

　
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
上
で
の

指
針
と
な
る
中
長
期
的
な
計
画
で
、
市

の
あ
ら
ゆ
る
計
画
の
最
上
位
に
位
置
付

け
ら
れ
ま
す
。

　
現
在
、
市
で
は
総
合
計
画
「
N
A
R 

I
T
A
み
ら
い
プ
ラ
ン
」
に
掲
げ
て
い

る
「
住
ん
で
よ
し 

働
い
て
よ
し 

訪
れ

て
よ
し
の
生
涯
を
完
結
で
き
る
空
の
港

ま
ち 

な
り
た
」
と
い
う
将
来
都
市
像

を
目
指
し
「
若
者
や
子
育
て
世
代
に
魅

力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
医
療
・
福
祉

の
充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り
」「
空
港
と
共

に
発
展
す
る
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
3

つ
の
基
本
姿
勢
を
掲
げ
、
未
来
を
見
据

え
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

プ
ラ
ン
の
構
造
と
計
画
期
間

　
N
A
R
I
T
A
み
ら
い
プ
ラ
ン
は
、

平
成
28
年
度
〜
令
和
9
年
度
ま
で
の
12

年
間
を
計
画
期
間
と
し
て
い
ま
す
が
、

社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
に
対
応
で
き
る

よ
う
、
3
期
の
基
本
計
画
に
分
割
し
て

4
年
ご
と
に
見
直
し
を
行
い
ま
す（
図

1
）。
第
2
期
基
本
計
画
は
、
令
和
2

年
度
〜
5
年
度
ま
で
の
4
年
間
を
計
画

期
間
と
し
て
い
ま
す
。

第
2
期
基
本
計
画
の
概
要

　
こ
の
計
画
は
、
6
つ
の
重
点
目
標（
図

2
）を
掲
げ
る
と
と
も
に
、
新
た
な
「
取

り
組
み
方
針
」
や
「
ま
ち
づ
く
り
指
標
」

「
施
策
の
方
向
」
な
ど
を
明
示
し
た
44

の
基
本
施
策
を
定
め
、
将
来
都
市
像
の

実
現
に
向
け
て
目
指
す
べ
き
目
標
と
方

向
性
を
示
し
て
い
ま
す
。

計
画
策
定
の
方
針

　
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
昨
年

度
ま
で
の
第
1
期
基
本
計
画
に
お
い
て

実
施
し
て
き
た
施
策
の
成
果
や
課
題
な

ど
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
市
民
意
識

調
査
や
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
で
積
極
的
な
市

民
参
画
を
図
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
声

を
反
映
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

ま
ち
づ
く
り
を

　
今
回
の
計
画
で
は
、
東
京
2
0
2
0

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
を
契
機
と
し
た
観
光
客
の
誘
致
や

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
面
の
レ
ガ
シ
ー
の
活

用
の
推
進
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
成
田

病
院
を
核
と
し
た
医
療
関
連
産
業
の
集

積
と
新
た
な
都
市
機
能
・
住
環
境
の
整

備
に
向
け
た
取
り
組
み
、
増
加
す
る
外

国
人
と
共
に
支
え
合
う
多
文
化
共
生
の

実
現
な
ど
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
が
取
り
組
み
を
推
進
し
て

い
る
国
際
目
標
「
S
エ
ス
・
デ
ィ
ー
・
ジ
ー
ズ

D
Gs（
持
続
可

能
な
開
発
目
標
）」（
7
ペ
ー
ジ
）の
理
念

を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

　
S
D
Gs
は
世
界
規
模
で
達
成
を
目

指
す
目
標
で
す
が
、
社
会
全
体
の
持
続

可
能
な
成
長
の
た
め
に
は
国
だ
け
で
な

く
、
地
方
自
治
体
も
含
ん
だ
幅
広
い
連

携
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

本
市
に
お
い
て
も
各
種
施
策
に
対
応
し

た
目
標
を
関
連
付
け
る
な
ど
新
た
な
視

点
を
加
え
、
時
代
に
即
し
た
計
画
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
計
画
に
掲
げ
た
施
策
を
実
行

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
住
み
続
け
た
い

と
思
え
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
企
画
政
策
課（
☎
20
‐

1
5
0
0
）へ
。

ま
ち
づ
く
り
は
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ

市
が
目
指
す
将
来
都
市
像
の
実
現
に
向
け
た
方
向
性
を
指
し
示
す

総
合
計
画「
N
A
R
I
T
A
み
ら
い
プ
ラ
ン
」の
第
2
期
基
本
計
画

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

「
N
A
R
I
T
A
み
ら
い
プ
ラ
ン
」第
2
期
基
本
計
画
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若者や子育て世代に魅力のあるまちづくり
① �子育て世代が集う魅力ある

まちづくり
保育ニーズの高まりと多様化に対応した保育環境の整備や、妊娠期から子育て期
まで切れ目のない包括的な支援を行うなど、安心して子どもを産み育てられる環
境づくりを推進します。

② �若者を引きつけるにぎわい
と活力のあるまちづくり

東京2020オリンピック・パラリンピックの開催を契機としたスポ－ツツーリズム
の一層の推進、成田山新勝寺や伝統芸能などの観光資源と成田空港を核とした観
光戦略の積極的な展開、効果的な情報発信を行うなど、活気あふれるまちを目指
します。

医療・福祉の充実したまちづくり

③ �健やかに安心して暮らせる
まちづくり

医療人材の確保、国際医療福祉大学成田病院と地域の医療機関との連携推進など
により、地域医療・救急医療体制のさらなる充実を図ります。また、切れ目のな
い在宅医療と介護の連携を推進し、住み慣れた地域で安心して医療サービスを受
けられる仕組みづくりを推進します。

④ �誰もが共に支え合うやさし
いまちづくり

高齢者や障がい者など、一人一人の状況に応じたきめ細かな介護・福祉サービス
の量的・質的な充実を図ります。また、地域共生社会の実現を目指し「共生社会
ホストタウン」として、ユニバーサルデザインのまちづくりと心のバリアフリー
の取り組みを推進します。

空港と共に発展するまちづくり
⑤ �新しい未来へはばたく戦略

的なまちづくり
騒音対策の充実を図りつつ、空港と空港周辺地域が持つポテンシャルを最大限に
活用し、成田空港の更なる機能強化に向けた取り組みを推進するとともに、医療
関連産業の集積と、新たな都市機能や住環境の整備を積極的に推進します。

⑥ �空港の立地を生かした国際
性豊かなまちづくり

さらなる外国人観光客の獲得に向け、多言語案内を活用した「おもてなし」の取り
組みや、集客施設を備えた卸売市場の整備など、外国人が気軽に訪れ、快適に過
ごせる環境整備に努めます。また、外国人住民との共生に向けて、地域の一員と
して共に支え合う環境づくりを推進します。

　SDGs（エス・ディー・ジーズ）は「Sustainable Developm 
ent Goals（持続可能な開発目標）」の略称で、平成27年9月
の国連サミットで採択された令和12年までの国際目標です。
持続可能な世界を実現するため、地球上の「誰一人取り残さな
い（leave no one behind）」をスローガンに「貧困をなくそ
う」「すべての人に健康と福祉を」「気候変動に具体的な対策
を」などの17の目標を掲げています。

知っていますか SDGs

図2　NARITAみらいプラン第2期基本計画の重点目標

図1　NARITAみらいプランの構造と計画期間
H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9

基本構想（12年間）

第1期基本計画（4年間） 第2期基本計画（4年間） 第3期基本計画（4年間）

基本
構想

基本
計画

SDGsの17の目標

　市の将来都市像やまちづくりの基本指針を示したものです。12年間で実現を目指す「将来都市像」や、その基本的な考
え方である「まちづくりの基本姿勢」などで構成しています。

　基本構想に掲げる将来都市像を達成するため、施策ごとに「目指す姿」や計画期間である「4年間の取り組み方針」、到達
すべき目標としての「まちづくり指標」、課題解決に向けた取り組み方針としての「施策の方向」などを示しています。

基本構想（12年間）

基本計画（4年ごとに第1期・第2期・第3期として策定）
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